
 

 

 

地球環境局地球温暖化対策課市場メカニズム室 

１．事業の概要 

○カーボン・オフセットに用いられる VER を生む国内排出削減・吸収プロジ

ェクトのベースライン・モニタリング方法論の認定又は策定・提供業務を

行うとともに、国内の排出削減・吸収プロジェクトから生ずる排出削減・

吸収量に対し、VER を発行・管理する。 

○カーボン・オフセット型の商品・サービスや会議・イベント、自己活動に

ついて、カーボン・オフセットの実施が適切になされているかを第三者機

関が審査し、基準に適合する商品・サービス、会議・イベント等について

ラベリングを行うとともに、ラベリングの管理事業を実施する。 

○カーボン・オフセットフォーラムにおいて、定期的なセミナーの開催、ヘ

ルプデスクを通した相談支援の実施、国内外の動向の情報提供等を行う。 

 

２．事業計画 

前年度までの検討結果および施行事業による知見や経験を活かし、VER認証・

登録スキームの運営を行うとともに、認証事業を実施する。また、ラベリングスキー

ム運営等を通じてカーボン・オフセットの取組に対する信頼性を担保する。 

 

３．施策の効果 

カーボン・オフセットの推進は、第一に自らが排出している GHG の削減努

力を行うことであるという原則に基づくものであり、事業者、国民など幅広

い主体による主体的な排出削減対策を強化することともに、国内における排

出削減・吸収プロジェクトの実施に資金面で貢献することとなるため、本取

組の推進により、京都議定書の目標達成にも資することとなる。 

カーボン・オフセット推進事業（エネ特会）     １４６百万円( ５０百万円)



市民・企業等が、自身の温室効果ガスの排出量を認識し、削減努力を行うとともに、
どうしても削減できない部分を、他の場所の削減・吸収量で埋め合わせること。
これにより、市民・企業等による主体的な削減活動の実施を促進するとともに、

削減・吸収プロジェクトの資金調達を促進することが期待できる。

カーボン・オフセットに用いる

排出削減・吸収クレジットの認証基
準の策定（2008年11月）

カーボン・オフセットの取組に係る
信頼性構築のための

情報提供・第三者認証・ラベリング
の枠組みの策定（策定中）

カーボン・オフセットの取組の普及促進・信頼性確保

家庭やオフィス、移動（自動
車・飛行機）での温室効果
ガス排出量を把握する

省エネ活動や環境負荷の少
ない交通手段の選択など、温
室効果ガスの削減努力を行う

削減が困難な排出量を把握
し、他の場所で実現したクレ
ジットの購入または他の場所
での排出削減活動を実施

対象となる活動の排出量と
同量のクレジットで埋め合わ
せ（相殺）する

今後の方向性

現在の取組

我が国におけるカーボン・オフセット
のあり方について（指針）の
策定（2008年２月）

カーボン・オフセットに関する情報提供や
相談支援等を行うカーボン・オフセット
フォーラム（Ｊ-ＣＯＦ）の設立（2008年４月）

カーボン・オフセットモデル事業
の実施（2008年８月に９件の事業
を採択年度末に成果発表）

カーボン・オフセット推進事業

日英カーボン・オフセットの取組
に係る情報交換の協力宣言文の

締結（2008年９月）
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